
岩手県議会（環境福祉委員会） 
請願の審議・経過 

２００７年２月 岩手の会、請願書提出 

 （統一地方選で審議未了） 

６月 岩手の会、請願書再提出 

８月 推進派山名元氏を参考人招致 

９月 反対派小出裕章氏参考人招致 
２００８年１月 経産省原子力安全・保

安院石井康彦氏を参考人招致 

 ６月 岩手の会、請願取り下げ 

 ９月 重茂漁協ら３団体請願提出。 

岩手の会、鱈の会、新たに請願提出 

１２月 ２請願とも審査賛否４：４ 議

長裁定で不採択  

岩手県内市町村議会 
「放射能海洋放出規制法」請願の経過 

２００６年９月 「海を守る会」請願を

山田町・宮古市議会など採択。  

１０月までに１３市町村議会採択 

２００７年３月までに１５市町村議会採
択となる。 ６月「重茂漁協・消

費者団体・海を守る会」請願提出 

２００８年３月までに可決２２市町村議

会となり、１２月までに３２市町

村議会となる。 盛岡市議会８月

に請願者から意見聴取。 １２月 

総務常任委員会で採択。しかし本

会議で否決。 

岩
手
県
議
会
は
十
二
月

八
日
、
「
放
射
能
海
洋
放
出

規
制
法
の
法
律
制
定
を
求

め
る
請
願
」
と
「
岩
手
県
を

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
放
射

能
汚
染
か
ら
守
る
こ
と
に
つ

い
て
の
請
願
」
を
環
境
福
祉

委
員
会
で
可
否
同
数
、
委
員

長
裁
定
で
不
採
択
と
し
ま
し

た
。 ま

た
、
盛
岡
市
議
会
で

は
、
既
に
岩
手
県
内
三
五
市

町
村
中
三
二
市
町
村
議
会

で
採
択
さ
れ
て
い
る
「
法
律

制
定
を
求
め
る
請
願
」の
審

議
を
続
け
て
来
ま
し
た
が
、

十
六
日
開
催
さ
れ
た
総
務

常
任
委
員
会
で
賛
成
５
、
反

対
４
で
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
十
九
日
の
本

会
議
で
、
あ
え
て
採
決
に
付

さ
れ
、
賛
成
十
九
票
で
、
過

半
数
に
あ
と
一
票
足
り
ず
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

放
射
能
が
海
に
流
さ
れ
、

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
致
命
的
欠

陥
が
明
ら
か
に
な
る
中
、
県

民
の
期
待
に
逆
ら
う
判
断
に

各
地
か
ら
厳
し
い
批
判
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

                                       

   

    

県
議
会
、
請
願
者
の
意
見
聴

取
な
し
で
採
決 

八
日
行
わ
れ
た
岩
手
県
議

会
環
境
福
祉
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
、
三
人
の
参
考

人
招
致
や
二
回
に
わ
た
る
六

ヶ
所
工
場
の
視
察
で
論
議
は

尽
く
さ
れ
た
と
す
る
意
見
が

出
さ
れ
採
決
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
被
害
を
心
配
す
る
重

茂
漁
協
や
県
消
団
連
、
市
民

団
体
な
ど
請
願
五
団
体
か
ら

の
意
見
聴
取
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
致

命
的
故
障
と
高
レ
ベ
ル
廃
液

の
蓄
積
の
現
況
、
さ
ら
に
は

活
断
層
問
題
な
ど
十
分
議
論

さ
れ
な
い
ま
ま
で
し
た
。 

岩
手
県
議
会
、
「要
望
書
」 

送
付
を
確
認 

 

 
 

 

  

採
決
の
結
果
は
採
択
賛
成

が
四
人
（
無
・
民
・
自
・
社
） 

反
対
が
四
人
（
無
・
民
・
民
・

自
）
で
し
た
。
党
派
が
分
か

れ
て
い
る
の
は
私
達
が
党
派

を
超
え
て
県
民
の
安
全
を
第

一
義
に
訴
え
た
こ
と
が
反
映

し
、
最
終
的
に
議
員
個
々
の

判
断
に
よ
っ
た
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
結
果
可
否
同

数
で
し
た
の
で
千
葉
康
一
郎

委
員
長
（
民
）
の
判
定
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

裁
定
に
際
し
て
千
葉
委
員
長

は
「
こ
れ
ま
で
の
審
議
を
踏

ま
え
て
関
係
機
関
に
『
要
望

書
』
を
出
す
こ
と
に
し
ま
す
」

と
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
岡
市
議
会
本
会
議
で
採
決 

 

盛
岡
市
議
会
は
総
務
常
任 

 

委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願

を
あ
え
て
本
会
議
で
採
決
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一

会
派
の
盛
友
会
等
が
反
対
し
、

採
択
賛
成
は
十
九
人
で
過
半

数
を
一
人
下
回
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
は
請
願
者

か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
問
題

点
を
深
め
て
の
結
論
で
し
た

が
、
本
会
議
で
は
、
討
議
不

十
分
の
ま
ま
の
採
決
と
な
り

残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

市
議
有
志
「要
望
書
」送
付 

 

採
択
に
賛
成
し
た
議
員
は

連
名
で
、
日
本
原
燃
に
宛
て

て
公
聴
会
の
開
催
や
放
射
能

除
去
装
置
設
置
努
力
な
ど
を

内
容
と
す
る
「
要
望
書
」
を

送
付
し
ま
し
た
。 

八
幡
平
市
は
採
択 

 

十
二
月
十
七
日
八
幡
平
市
議

会
は
「
放
射
能
海
洋
放
出
規
制

法
制
定
請
願
」
を
可
決
採
択
し

ま
し
た
。 

 

三陸の海を放射能から守る                       天恵の海を守ろう！ 
岩手の会                                200８（平成２０）年      

   郵便振替  02240-5-102650                 １２月 ２４日 
《再処理／岩手の環境》                                第６３号  
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                           

《まった再処理分庫》                                 編集事務局 S.Oshida                    
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636 

                                                          



              

  

青
森
岩
手
宮
城
な
ど 

「憂
慮
す
る
」市
民
団
体 

 

十
一
日
青
森
県
庁
を
訪
れ

た
の
は
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」

（
六
ヶ
所
村
）
の
菊
川
慶
子

さ
ん
、
「
岩
手
の
会
」
（
盛
岡

市
）
の
永
田
文
夫
さ
ん
ら
五

人
。
市
民
団
体
に
は
「
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
（
八
戸

市
）
、
「
核
燃
料
廃
棄
物
搬
入

阻
止
実
行
委
員
会
」
（
青
森

市
）
な
ど
の
ほ
か
に
、
岩
手
、

宮
城
、
千
葉
、
東
京
、
静
岡

の
市
民
団
体
、
さ
ら
に
は
広

島
市
や
鹿
児
島
市
ま
で
、
全

国
か
ら
市
民
が
賛
同
団
体
に

名
を
連
ね
ま
し
た
。 

 

一
月
十
六
日
ま
で
に
回
答 

 

応
対
し
た
青
森
県
原
子
力

立
地
対
策
課
三
上
雄
二
総
括

副
参
事
と
桜
庭
浩
副
参
事
に 

               

菊
川
さ
ん
が
質
問
書
を
読
み

上
げ
て
提
出
し
ま
し
た
。
両

氏
は
「
青
森
県
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
確
保
と
安
全
を
政
策
の
第

一
と
し
て
い
る
。
回
答
期
日

に
は
間
に
合
わ
せ
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。
市
民
側
は
「
活

断
層
問
題
は
国
任
せ
に
し
て

お
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
も
命
を
育

む
環
境
を
守
る
こ
と
が
第
一

で
あ
る
と
強
く
申
し
入
れ
ま

し
た
。 

 

記
者
会
見 

 

申
し
入
れ
の
後
県
庁
で
記

者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
後
、
原
燃
に
よ
る
「
ガ
ラ

ス
固
化
体
溶
融
炉
の
ト
ラ
ブ

ル
」
の
記
者
会
見
が
あ
っ
た

た
め
か
、
記
者
は
七
〜
八
社

か
ら
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
数
台
が

持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

東
奥
日
報
、
デ
ー
リ
ー
東
北

な
ど
が
翌
日
報
じ
ま
し
た
。 

              

知
事
宛
質
問
書
の
要
旨 

渡
辺
満
久
教
授
ら
の
「
工
場

直
下
活
断
層
」
指
摘
報
道
の
あ

と
、
私
達
市
民
団
体
は
日
本
原

燃
に
質
問
書
を
提
出
し
九
月
一

日
回
答
を
得
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
直
下
地
震
に
つ
い
て
『
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六･

五
』
ま
で
し

か
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
、
非 

                  

 

常
用
電
源
車
も
な
く
、
地
震
に

対
す
る
評
価
や
対
策
、
備
え
が

極
め
て
不
十
分
な
こ
と
が
分
か

っ
た
。
青
森
県
は
人
々
が
未
来

永
劫
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

監
督
官
庁
と
し
て
の
責
務
を
果

た
し
て
ほ
し
い
。 

三
項
目
の
申
し
入
れ
内
容 

１
，
渡
辺
教
授
の
『Ｍ
８
級
大
地

震
』の
指
摘
に
つ
い
て 

 

 

専
門
学
者
が
新
知
見
に
基
づ

い
て
『
六
ヶ
所
工
場
は
活
断
層

の
上
に
立
地
し
て
い
る
』
と
発

表
し
た
以
上
、
青
森
県
は
、
こ

れ
ま
で
の
国
の
安
全
審
査
に
つ

い
て
、
や
り
直
し
を
申
し
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

２
，
直
下
型
地
震
へ
の
安
全
対
策

に
つ
い
て 

◎
工
場
に
溜
ま
っ
て
い
る
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
何
立
方
㍍ 

か
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
時

の
放
出
の
何
倍
か
？
◎
電
源
喪

失
事
故
へ
の
対
策
◎
延
べ
一
三 

                  

 

〇
〇
㌔
㍍
も
の
配
管
の
地
震
に 

よ
る
被
害
対
策
◎
万
一
環
境
へ

の
放
射
能
放
出
事
故
が
あ
っ
た

場
合
の
『
環
境
影
響
評
価
』
は

行
っ
て
い
る
か
。
◎
故
高
木
仁

三
郎
博
士
の
「
高
レ
ベ
ル
廃
液

百
立
方
㍍
の
う
ち
１
％
漏
れ
た

だ
け
で
青
森
全
域
・
岩
手
、
北

海
道
の
一
部
は
全
員
避
難
」
と

い
う
指
摘
を
ど
う
評
価
す
る
か
。 

３
、
青
森
県
の
責
任 

◎
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
よ
り

『
再
処
理
』
は
未
熟
な
技
術
で 

あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
っ
た
。

『
再
処
理
』
の
凍
結
を
申
し
入

れ
る
べ
き
だ
。
◎
放
射
能
の
大

気
や
海
洋
放
出
は
環
境
基
本
法

違
反
と
思
う
が
ど
う
か
？
◎
近

県
へ
の
連
絡
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
◎
国
と
は
別
に
県

の
安
全
審
査
委
員
会
を
設
け
て

は
ど
う
か
◎
超
危
険
な
『
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
』
を
最
小
に

お
さ
え
る
対
策
を
取
る
べ
き
だ
。 

                   

 

六
ヶ
所
工
場
蓄
積
の 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は 

二
四
〇
立
方
メ
ー
ト
ル 

保
安
院
が
公
表 

六
ヶ
所
工
場
の
タ
ン
ク
に

溜
ま
っ
て
い
る
危
険
な
『
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
』
の
量

は
二
四
〇
立
方
㍍
で
あ
る
こ

と
を
原
子
力
安
全
・
保
安
院

が
公
表
し
ま
し
た
。
十
二
月

十
八
日
、
参
議
院
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
た
国
会
議
員
五

人
と
市
民
に
よ
る
国
へ
の
要

請
書
提
出
集
会
に
お
い
て
、

担
当
者
が
公
表
し
ま
し
た
。

日
本
原
燃
は
私
達
の
質
問
に

「
技
術
上
の
秘
密
」
と
し
て

答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

集
会
の
模
様
に
つ
い
て
は
後

続
号
で
詳
報
し
ま
す
。 

        

日本原燃ホームページから 

強
烈
な
放
射
能
の
も
と
で
の
遠
隔
操
作 

写
真
は
、
人
が
そ
ば
に
寄
れ
ば
即
死
す
る
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
と
、
ガ
ラ
ス
を
混
ぜ
て
約
一
千
百
度

Ｃ
に
熱
し
て
溶
か
す
溶
融
炉
内
部
の
写
真
で
す
。
耐

熱
金
属
の
攪
拌
棒
が
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
全
て
遠
隔
操
作
で
作
業
し
ま
す
。
こ
の
十
月

二
六
日
の
溶
融
炉
停
止
以
来
復
旧
作
業
が
懸
命
に
続

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
十
一
月
二
日
に
は
「
挿
入
窓
が

開
か
な
く
な
っ
た
」
、
二
三
日
に
は
「
攪
拌
棒
が
抜
け

な
く
な
っ
た
」
と
報
道
さ
れ
、
末
期
的
状
況
で
す
。 

現
地
視
察
で
何
を
説
明
さ
れ
た
の
か 

こ
の
よ
う
な
中
、
十
一
月
十
三
日
、
現
地
工
場
を

視
察
し
た
岩
手
県
議
八
人
と
同
行
記
者
に
、
日
本
原

燃
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

岩
手
県
民
と
し
て
は
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
。 

日
本
原
燃
十
二
月
十
一
日
、
ガ
ラ
ス
溶
融

炉
の
復
旧
の
た
め
に
差
し
込
ん
だ
「
攪
拌

棒
」
が
Ｌ
字
状
に
曲
が
り
引
き
抜
け
な
く

な
っ
た
。
炉
壁
の
損
傷
の
可
能
性
も
あ
る
、

と
発
表
し
ま
し
た
。 

再
処
理
工
場
の
安
全
性
を
憂
慮
す
る
全
国
三
八
の
市
民
団
体

は
連
名
で
三
村
申
吾
青
森
県
知
事
宛
「耐
震
安
全
質
問
書
」を
作

成
し
、
十
二
月
十
一
日
、
代
表
五
人
が
青
森
県
庁
を
訪
れ
提
出
し

ま
し
た
。
変
動
地
形
学
者
の
「直
下
活
断
層
説
」が
提
示
さ
れ
た
現

在
、
一
刻
も
早
い
対
処
が
必
要
で
す
。 

青森県庁 


